
令和６(2024)年度第１回みよし市まち・ひと・しごと創生会議 次第 

 

                と き：令和７(2025)年２月 12日（水） 

                    午前 10時から 

                ところ：みよし市役所６階 601・602会議室 

 

１ あいさつ 

 

２ 議題 

(1) 第２期みよし市まち・ひと・しごと創生総合戦略実績検証について 

【資料１】 

 

３ 報告事項 

  (1) みよし市の地方創生に関する報告 
 

ア みよし市企業版ふるさと納税について【資料２】 
 

    イ ＳＤＧｓに関する活動報告について【資料３】 
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基本目標Ⅰ 安心して子育てできる環境づくり 

～安心してこどもを産み・育てることができる環境をみんなで築く～ 

若い世代が安心して子育てできるまちを目指し、「安心してこどもを産み･育てることができる環

境をみんなで築く」をスローガンに掲げ、「合計特殊出生率（単年）」、「出生数」の増加を目指しま

す。 

 

■重要業績評価指標（KPI） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

合計特殊出生率は、全国・愛知県ともに令和元(2019)年度以降低下し続けています。本市の合計

特殊出生率は令和元(2019)年度以降、増減を繰り返しながらもゆるやかな低下傾向にあります。

令和５(2023)年実績においては、昨年度と比較して、合計特殊出生率が 1.48人に低下、出生数が

464人に減少しています。 

令和６(2024)年９月末の出生数実績は 216 人であり、令和５(2023)年９月末の出生数実績 256

人と比較して 40人減少していることから、令和６(2024)年度末の出生数は令和５(2023)年度実績

464人よりも減少することが予測されます。 

 

 

 

Ｒ7(2025).2.12 令和６年度第１回 

まち・ひと・しごと創生会議資料 

 

第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略の検証 
 

資料１ 

基準値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 見込値 実績値 目標値

（R1） （R2） （R３） （R４） （R５） （R6.9月末） （R6） （R７） （R7）

1.64人 1.66人 1.48人 1.53人 1.48人

（H30） （R1） （R２） （R3） （R４）

　　　参考）国 1.36人 1.33人 1.30人 1.26人 1.20人

　　　参考）愛知県 1.45人 1.44人 1.41人 1.35人 1.29人

―

464人

№ 指標

合計特殊出生率
（みよし市単年）

424人 ― 570人

― ― 1.65人

出生数（単年度） 546人 494人 530人 478人2

1
※2023年愛知県の人口動態統計の（確定数）の概況
（2024年10月愛知県公表資料）による

216人
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基本的施策 

① 結婚・子育てに関する支援 

結婚を希望する若者へのサポート、共働き世帯にも対応した支援や家庭教育に対する支援など

の充実、出産に対する支援の充実などにより、安心してこどもを産み、保護者が安心かつ楽しん

で子育てできる環境づくりを進めます。 

取組内容 

令和３(2021)年度以降、新たに取り組んだ事業 

❶結婚を希望する若い世代の【出会いの場の創出支援】を検討します。 

・結婚新生活支援補助金(Ｒ4.1～)…住宅購入・家賃・引越費用等結婚に伴う新婚世帯への補助 

❷不妊治療に関する支援、妊産婦や乳幼児への健康診査の充実、多胎児世帯への支援を行うこと

で、こどもを産み育てることができるよう【出産に対する支援の充実】に取り組みます。 

・多胎妊婦の健康診査費用助成の拡充（Ｒ4.4～）…健康診査費用の５回分を追加交付 

・出産・子育て応援給付金（Ｒ5.1～）…妊娠・出産届出時に面談しそれぞれ５万円を給付 

・出産予定日を過ぎて受診した妊婦健康診査の費用助成（Ｒ5.1～） 

・低所得の妊婦に対する初回受診料助成事業（R5.10～） 

➌育児不安の軽減やこどもの健やかな成長の支援に向け【母子保健対策の充実】に取り組みます。 

・子育て見守り訪問事業（Ｒ4.10～）…生後 10 か月～１歳未満の乳児家庭を訪問し商品券配布 

・市役所組織見直しに伴うこども未来部の新設、こども家庭センターの設置（Ｒ5.4～） 

➍任意の予防接種を受けやすくするなど、こどもにかかる医療費の経済的負担を軽減し、安心して

必要な医療を受けられるよう【医療費助成の充実】に取り組みます。 

・医療的ケア児支援（Ｒ4.9～）…医療的ケア児を支援するため、保護者が希望する事業所により、学

校で医療的ケアが実施された際の給付事業を実施 

・学生医療費支給（R5.4～）…大学生等の入院費（保険適用分）の自己負担分を支給 

・中学３年生、高校３年生のインフルエンザ予防接種費用の助成（R5.10～） 

・【新】高校生世代までの医療費の無償化（R6.4～） 

➎子育てに対する不安を軽減するため、子育てアプリの活用やふれあい広場の充実を推進し、子育て

に関する多様な悩みに対する相談ができる【子育てを楽しむ環境づくり】に取り組みます。 

・子育て総合支援センター業務の民間委託（Ｒ5.4～） 

・【新】子育て応援アプリの新規導入（R6.4～） 

・【新】親子関係形成支援事業（ペアレント・トレーニング）の実施（R6.4.～） 

・【新】プレコンセプションケア（R6.9～）の実施…若い男女が将来のライフプランを考え、日々の生

活や健康と向き合う 
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➏共働き世帯を対象とした保育についての多様なニーズに対応するため【保育サービスの充実】に

取り組みます。 

・保育所等給食費軽減対策支援（Ｒ4.7～）…食材費高騰による給食費増額分を負担 

・幼稚園スクールバス支援（Ｒ4.7～R5.3、R5.6～） 

・保育園ＩＣＴシステム、キャッシュレス決済の導入（Ｒ4.9～） 

・病児病後児保育事業（R4.10～） 

・育児休業に伴う退園措置の廃止（２歳児クラス）（R4.10～） 

・民間児童クラブ・保育園・幼稚園物価高騰対策支援（Ｒ4.12～R5.3、R5.6～） 

・保育園でのオムツの定額サービス（Ｒ5.1～） 

・第 2 子以降の保育料と給食費の無償化（Ｒ5.4～） 

・私立幼稚園第２子以降給食費の支援（Ｒ5.4～） 

・病児病後児保育事業（R4.10～） 

・保育園及び幼稚園の給食費無償化（R6.4～） 

➐図書館における蔵書数の充実を始め、地域で学べる活動への支援などによる【家庭教育の充実】

に取り組みます。 

・電子図書館サービス事業（Ｒ3.11～） 

・サンネット図書コーナーの図書資料自動貸出機の整備（Ｒ4.10） 

・放課後こども教室の開設（Ｒ5.4～北部、天王小の２校で開設 R6.4～市内６校に拡大） 

・スマートフォンやタブレットによる図書館利用者カードの表示（R6.9～） 

➑児童に関わる地域活動団体への支援などを通じて、児童が地域社会で過ごしやすい環境を整える

など【児童の健全育成】に取り組みます。 

・新屋児童館・西一色児童館大規模改修（Ｒ4.6～） 

・低所得の子育て世帯生活支援（Ｒ4.6～） 

・学校給食費保護者負担額の物価高騰上昇分の補助（Ｒ4.7～） 

・児童特別給付金支給（Ｒ4.10～）…児童手当の支給対象外となった方に市独自で給付金を支給 

・みよし未来 18 応援金(ハピハピ 18)(R5.4～)…高校生世代に市独自で年間６万円を支給 

・みよし市こども計画の策定（R5.9～） 

・学校運営協議会の全校設置（R5）、全小中学校での地域学校協働活動実施 

・【新】小中学校給食費無償化（R6.1～） 

・【新】私立小中学校・特別支援学校などの児童生徒の給食費支援（R6.９月補正） 

・【新】こども基本条例の制定（R7.4~） 
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■重要業績評価指標（KPI） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保育園待機児童数は令和４(2022)年度から令和５(2023)年度にかけて減少傾向にあります。保

育士を確保しつつ、特に希望が多い０～２歳児の乳幼児の定員数を拡充した効果があったと考え

られます。 

子育て情報ナビ「みよぴよ！」については、令和６(2024)年からみよし市子育て応援アプリ「み

よぴよ！」にリニューアルしました。そのため、令和５(2023)年度末の登録者数は 207 人と少な

いですが、令和６(2024)年９月には 1,279 人の登録者数となり、半年で 1,072 人の登録者数の増

加となりました。アプリには電子母子健康手帳機能もついており、こどもの発育・発達、予防接種

や健診記録の管理等ができるようになっているため、今後も登録者数が増加することが見込まれ

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 見込値 実績値 目標値

（R1） （R2） （R３） （R４） （R５） （R6.9月末） （R6） （R７） （R7）

97.2% 97.7%

93.5% 95.5%

№ 指標

― ― 98.0%5 乳児健診の受診率 97.8% 97.5% 96.9% 96.1%

― ― 95.0%6 乳児家庭訪問の割合 94.2% 92.7% 91.6% 95.1%

基準値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 見込値 実績値 目標値

（R1） （R2） （R３） （R４） （R５） （R6.9月末） （R6） （R７） （R7）

55人 42人

2,301人 207人

№ 指標

― ― 0人3 保育園待機児童数 19人 12人 24人 35人

1,775人 ― 2,650人4 みよぴよ登録者数 1,033人 1,432人 1,851人 1,279人
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乳幼児健診の受診率は、新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け令和元(2019)年度以降減少

していましたが、令和４(2022)年度から実施している未受診者への積極的な干渉を継続して実施

し、令和５(2023)年度では 97.7%の受診率となり、昨年度と比較して 0.5%上昇しました。令和６

(2024)年９月末までの受診率は 96.1%であり、令和５(2023)年度同時期（９月末）の受診率 95.1％

と比較して 1％上昇していることから、今後も目標値に向けて数値は上昇していくものと推測され

ます。 

乳児家庭訪問の割合についても、新型コロナウイルス感染拡大に伴い、保健師の来訪を希望し

ない家庭が増加した影響を受け、令和２(2020)年度から令和３(2021)年度にかけていったん低下

しておりましたが、令和４(2022)年度以降は回復傾向にあり、令和６(2024)年９月末現在では目標

値を超えております。 

 

基本的施策 

② 学校教育の充実 

ＩＣＴなどのデジタル技術の活用や新しい生活様式を踏まえ、心豊かでのびのびとしたこども

の育成を目指し、魅力ある学校づくり・良好な教育環境の整備を進めます。 

取組内容 

令和３(2021)年度以降、新たに取り組んだ事業 

❶新しい生活様式に対応するとともに、多様できめ細かな指導を実現するため、少人数による指導

や ICT などのデジタル技術を活用した【教育環境の充実】に取り組みます。 

・通学路へ防犯カメラを設置（R4～） 

・天王小学校普通教室等建設及び職員室増築工事（R4～）、南中学校大規模改修事業（R4～） 

・学校体育館へのエアコン設置（R4 中学校、R5 市内４小学校、R6 市内４小学校） 

・一部教科の教科担任制の実施（R5）…小学校高学年において３教科以上の教科担任制推進 

・小学校校外水泳授業実施（R5～）…３年生の水泳事業の初めの４コマを民間委託で実施 

・【新】運動会・体育祭のテント設営委託（R6 当初） 

・【新】校務用ネットワーク再構築事業（R6 当初） 

・【新】部活動指導地域移行業務委託（R6 当初） 

❷いじめや不登校の減少を目指し、悩みを抱える児童生徒や保護者を支援する相談体制を整えると

ともに、児童生徒一人ひとりの良さが発揮できる【魅力ある学校づくり】に取り組みます。 

・スクールロイヤー設置事業（R5.４～）…学校における対応困難な事案に対応するスクールロイ

ヤーを豊明市、日進市、東郷町と共同で設置 

・hyper-QU 実施事業（R5 当初）…こども一人ひとりの学校・学級適応感を測定する事業 

・学びの森へのスクールソーシャルワーカーの配置及び専門相談員の拡充 

➌こどもが快適に安心して学べるよう、教育相談体制や教育研究・研修の充実、職場体験の充実、

近隣大学との連携など【良好な教育環境の整備】に取り組みます。 

・愛知工業大学との包括連携協定（R3.6～） 

・東海学園大学とのＳＤＧｓ推進にかかる連携（R3～） 

・給付型奨学金支給事業の拡大（R5～） 
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■重要業績評価指標（KPI） 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「学校が楽しい」と思う小学校児童の割合は令和元(2019)年度から少しずつ増加傾向で推移してい

ますが、目標値を若干下回る推移となっています。 

一方で「学校が楽しい」と思う中学校生徒の割合は、増減を繰り返しながらも令和５(2023)年度は

令和４(2022)年度の値から大幅に上回る推移となっています。新型コロナウイルスの影響を受け中止

や縮小をしていた行事等が再開され、日常の授業支援に力を入れることができるようになったため、

生徒の満足感にもつながっていると考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 見込値 実績値 目標値

（R1） （R2） （R３） （R４） （R５） （R6.9月末） （R6） （R７） （R7）

7

8

№ 指標

92.5% 93.2% ― ― 95.0%

「学校が楽しい」と思う
生徒の割合

88.5% 89.5% 90.5% 89.1%

「学校が楽しい」と思う
児童の割合

92.0% 92.0% 92.4%

―

－

－86.5% ― 90.0%

基準値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 見込値 実績値 目標値

（R1） （R2） （R３） （R４） （R５） （R6.9月末） （R6） （R７） （R7）

― 93.2%
タブレット端末を活用した
授業が分かりやすい・楽し
いと感じる生徒の割合

指標

89.0% ― ― 85.0%

95.2% 89.8% ― ― 85.0%―

―

№

10

9
タブレット端末を活用した
授業が分かりやすい・楽し
いと感じる児童の割合

92.6%

― ― 92.5%

―
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ＩＣＴを活用した学習活動を実施するため、令和２(2020)年度に市内の全小中学校にタブレット

端末を整備し、令和３(2021)年度から本格的に授業を開始しました。 

令和５(2023)年度は児童生徒ともに分かりやすい・楽しいと感じる割合が昨年度と比較して減少

していますが、目標値よりは高い水準を維持しています。タブレット端末が児童生徒に定着する一

方、一部で学習目的ではない不適切な利用実態がみられることから、情報モラル教室を実施するな

ど、適切にタブレットを利用できる力を身に付けさせることが必要となります。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不登校児童・生徒の出現率は令和２(2020)年度以降、目標値よりも高い割合で推移しておりま

したが、令和６(2024)年度に入り、やや減少傾向となっています。考えられる減少理由としては、

中学校で学校内フリースクールを開始し、自分のペースで学校に通えるようになったからだと思

われます。小学校では、増加傾向にある小学校低学年の登校渋りの対策として、小学校低学年を対

象に１学級が 30人を超える学年に１人ずつ学年担任を加配した効果があったと思われます。 
 

基本的施策 

③ 仕事と生活の調和に関する支援 

多様な働き方により、子育て世帯が仕事と子育てを両立し、子育てに喜びを感じることができ

る環境づくりを進めます。 

取組内容 

令和３(2021)年度以降、新たに取り組んだ事業 

❶妊婦が新しい生活様式へ対応することによるストレスに関して、心のケアを行う取組を推進する

とともに、子育て世帯が仕事と子育てを両立できるよう、放課後児童クラブの充実やこどもの預か

り施設の活用など、妊娠期・出産から学童期までの間、支援を行うみよし市版ネウボラ※の推進な

ど【育児サポートの充実】に取り組みます。 

・子育て見守り訪問事業（Ｒ4.10～）【再掲】 

・ランドセル来館実証実験実施（R4.10～） 

・放課後児童クラブタクシー移送事業の実施（R3～） 

・放課後こども教室の開設（Ｒ5.4～）【再掲】 

基準値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 見込値 実績値 目標値

（R1） （R2） （R３） （R４） （R５） （R6.9月末） （R6） （R７） （R7）

3.0%4.1%

0.5%

不登校生徒出現率 3.4% 4.5% 5.2% 5.3% 7.1% ― ―

1.1% 1.5% 2.3% ― ―不登校児童出現率 0.8% 1.0% 0.9%

№ 指標

11

12



8 

 

❷就労の場の確保及び雇用の促進に向けた就労支援セミナーの開催により【子育て世代の就労支

援】に取り組みます。 

・城山保育園移転新築事業（R４～）、認定こども園の移転新築整備への補助（R４～） 

・小規模保育事業所の定員枠拡大（R4） 

 

■重要業績評価指標（KPI） 

 

 

 

 

 
                                                   

 

「産後ホームヘルプ事業」は出産後間もない母親に家事や育児の支援を行う事業であり、「産後

ケア事業」は出産後心身共に不安定になりやすい時期に、産科医療機関において助産師などの専

門的なサポートを受けることができる事業です。 

出生数が減少していること、新型コロナウイルス感染拡大に伴う利用控えや家族の在宅勤務の

増加の影響を受け、令和３(2021)年度は利用者が減少しましたが、令和４(2022)年度以降は回復傾

向となっており、令和６(2024)年度見込みでは、目標値を上回ると推測されます。 

 

 

 

 

要支援妊婦及び産婦を対象とした支援プラン

の作成者数は令和３(2021)年度に急増しました

が、令和４(2022)年度以降は対象となる乳幼児の

減少に伴い減少傾向にあります。しかし、令和６

(2024)年９月末の人数が 160 人と昨年度と同時

期の 109 人と比較して 51 人も増加していること

から、令和６(2024)年度末の数値は増加するもの

と推測されます。 

 

 

基準値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 見込値 実績値 目標値

（R1） （R2） （R３） （R４） （R５） （R6.9月末） （R6） （R７） （R7）

292人 238人 289人 ― 320人15
要支援者の支援プラン
作成者数

324人 313人 349人 160人

№ 指標

基準値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 見込値 実績値 目標値

（R1） （R2） （R３） （R４） （R５） （R6.9月末） （R6） （R７） （R7）
№

13

14

11人 16人 ― 15人

指標

産後ホームヘルプの利
用者数

9人 14人 7人 9人 10人

12人 22人 57人 ― 30人産後ケアの利用者数 28人 14人 9人 27人
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ファミリーサポートセンターは、「子育てを助けてほしい人」と「子育てのお手伝いをしたい

人」をつなぐ子育てを支援する組織です。具体的な援助の内容は、こどもの送迎や預かり等が多

くなっています。令和３(2021)年度以降利用者数は 200人程度となっており、ほぼ横ばい状態と

なっています。 

放課後児童クラブ待機児童数については、令和５(2023)年度は０人となっていましたが、令和

６(2024)年９月末では 43人となっています。例年、夏休みだけ利用を希望される人が、本年度

は夏休み以降も継続利用したということで待機児童数が多くなっていますが、10月末時点では

20人程度になっています。学校別にみると、特に北部小学校、天王小学校の利用希望が多くなっ

ています。定員数がオーバーした児童クラブでの対応として、タクシー移送を実施しており、他

の学校の児童クラブ利用を希望された場合は、定員に空きのある児童クラブへ移送を行っていま

す。 

  

基準値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 見込値 実績値 目標値

（R1） （R2） （R３） （R４） （R５） （R6.9月末） （R6） （R７） （R7）

16

№ 指標

206人 204人 203人 ― 550人
ファミリーサポートセ
ンター利用者数

328人 274人 196人 222人

0人 0人 5人 ― 0人
放課後児童クラブ待機
児童数

15人 0人 11人17 43人
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基本目標Ⅱ 暮らしたいと思える環境づくり 

～住んでみたい、住みやすい環境をみんなで築く～ 

多様な世代が、安全・安心にいつまでも暮らしたいと思えるまちを目指し、「住んでみたい、住み

やすい環境をみんなで築く」をスローガンに掲げ、「転入・転出人口比率」、「生産年齢（15～64 歳）

人口比率」の増加を目指します。 

 

■重要業績評価指標（KPI） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５(2023)年度転入・転出人口比率は、市外への転出者が増加したことから、令和４(2022)年度

と比較して 3.4%減少しましたが、わずかに転入超過を維持しています。 

生産年齢人口比率は、対象となる 15 歳以上 65 歳未満の人口が増加していることにより、令和２

(2020)年度以降、66.7%～66.9％の範囲で微増となっています。 

 令和２（2020）年度国勢調査における生産年齢人口割合は全国値で 59.5％、愛知県で 61.7％であ

ることから、本市は比較的高い割合であると考えられます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 見込値 実績値 目標値

（R1） （R2） （R３） （R４） （R５） （R6.9月末） （R6） （R７） （R7）

66.8% 66.9% ― ― 66.2%

105.2% 101.8% ― ― 106.0%

生産年齢（15～64
歳）人口比率

66.7% 66.7% 66.7%

転入・転出人口比率 95.0% 105.7% 98.4%1

2

101.8%

66.9%

№ 指標
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基本的施策 

① 多様な世代を誘引する仕組みづくり 

多様な世代が働きやすく、いつまでも住み続けたいと思えるような環境づくりを進めます。 

取組内容 

令和３(2021)年度以降、新たに取り組んだ事業 

❶市内の美しい自然や歴史的景観などの地域資源を活用しながら、地域間で資源を補完し支え合う

ことにより、各地域がそれぞれで必要最低限の機能を維持することが可能な「自立分散型の社会」

を形成しつつ、個々の地域の魅力や活力が最大限に発揮される【地域循環共生圏の形成】に取り組

みます。 

・みよし市ゼロカーボン推進計画の策定（R5～） 

 …2050 年までに二酸化炭素排出量実質ゼロの具体的な方向性を示す計画を策定 

・「世界気候エネルギー首長誓約／日本」誓約書への署名（R5.6） 

・太陽光パネル、蓄電池の共同購入事業の実施（R5.5～） 

・みどりと景観計画改定事業（R4～R5 改定） 

・エコエネルギー促進事業の拡充（R5.4～） 

・省エネ家電・家庭用 LED 照明器具更新費補助事業（R4.12～R5.3） 

・プラスチック製品の分別収集の開始（R5.10～） 

・【新】水上太陽光発電設備設置調査（R6 当初） 

・【新】宅配ボックス購入費補助（R6 当初） 

❷地域資源の地産地消、再生可能エネルギー導入など、気候変動に対応した企業の脱炭素経営※へ

の取組を促進するため、【企業向け脱炭素経営支援】に取り組みます。 

・みよし市ゼロカーボン推進計画の策定（R5～）【再掲】 

・【新】市内事業所等における電気自動車等充電設備設置費補助（R6 当初） 

➌多様な世代の誘引を目指すため、結婚や多世代同居など新たな住宅取得に対する改修費用の助

成、空き家対策、低未利用地の解消など【住宅に関する支援】を検討します。 

・空家等対策計画策定（R5.3） 

 …空き家の増加予防や適切な維持管理対策を推進することなどを目的に策定 

・結婚新生活支援補助金(Ｒ4.1～継続）【再掲】 

❹世代間住み替えに関する支援を充実することで、円滑な世代交代が可能なまちとなるよう【世

代循環の仕組みづくり】を検討します。 

・結婚新生活支援事業（Ｒ4.1～継続）【再掲】 

❺移住や就職を促進するためのインターンシップの支援や雇用継続の支援、誰もが働きやすい就

労環境の充実など【雇用対策の充実】に取り組みます。 

・就労的活動支援コーディネーター事業（Ｒ4 当初） 

 …就労的活動の場を提供できる事業所や団体と高齢者とをマッチング 

・中小企業奨学金返還支援（R5.4～）…大学等の奨学金の返還を支援する制度 

・正規雇用転換促進助成金交付（R5.4～）…非正規雇用労働者の正規雇用転換におけるキャリアアッ

プ助成金（厚生労働省）を受給した事業所に市独自で助成を上乗せ交付 

・地元企業就職フェアの開催(R4.2、Ｒ5.2、R6.2) 
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❻市外からの企業誘致や市内企業の事業拡大のため、新たな企業立地に向けた環境の整備など

【企業誘致の推進】に取り組みます。 

・工業団地事業調査事業（Ｒ4 当初）…明知町八和田山地区の開発調査 

❼目まぐるしく変わる時代に応じた新たな製品･サービスを提供するベンチャー起業家への支援や

起業のための説明会など【創業の支援】に取り組みます。 

・中小企業者等経営相談事業（Ｒ4.6 補正）…中小企業診断士による無料セミナーの開催等 

❽新しい生活様式に対応し、多様な働き方が実現できるようテレワークの推進、企業版 BCP 策定

の支援など、事業の高度化･効率化等による【企業の競争力強化の支援】に取り組みます。 

・中小企業者等経営相談事業（Ｒ4.6 補正）【再掲】 

・商工業活性化補助金（R5）【再掲】…事業形態転換補助（DX への対応などの取組支援等）の追加 

                   事業継続力強化計画策定に対する補助の追加 

 

■重要業績評価指標（KPI） 

 

 

 

 

 

 

 
 

暫定用途地域について、本市では平成 30（2018）

年に暫定用途地域の解消に向けた事業を開始し、

令和２(2020)年度に東山地区の暫定用途地域の

用途変更を進めました。 

令和３(2021)年度以降も解消に向けた手続を

計画的に順次進めて、弥栄地区および天王地区の

暫定用途地域を解消したことにより、現在は

5.5haになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 見込値 実績値 目標値

（R1） （R2） （R３） （R４） （R５） （R6.9月末） （R6） （R７） （R7）

195人 224人 197人 ― 210人
就労者数（ジョブサ
ポートを通じた）

200人 186人 236人5 82人

9件 6件 11件 ― 10件
起業・創業件数（市が
支援した）

7件 3件 5件 7件

5.5ha 5.5ha 5.5ha ― 6ha3 暫定用途地域の面積 34ha 29ha 10ha 5.5ha

№ 指標

4
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市が支援した起業・創業件数は、令和５(2024)年度末は６件と昨年度より減少しましたが、令和６

(2024)年９月末の件数は７件とすでに令和５(2023)年度末実績を上回っており、さらなる件数の増

加が見込まれます。 

ジョブサポートみよしを通じた就労者数については、令和５(2022)年度末が 224 人と目標値を上

回る人数となっています。 

 

基本的施策 

② 公共交通ネットワークの確保 

公共交通の利便性を高め、誰もが安全で安心して移動できる環境の整備を進めます。 

取組内容 

令和３(2021)年度以降、新たに取り組んだ事業 

❶さんさんバスをはじめとした公共交通相互の連携を図るとともに、市内交通における通勤・通学

や買い物・飲食などの利用目的を踏まえた、さんさんバスのさらなる利便性を高めるなど【公共交

通の利用環境の向上】に取り組みます。 

・さんさんバス路線等再編事業（Ｒ4.4～）…路線を２路線から３路線に変更し、運行便数を拡充 

・高齢者等移動支援（R5.4～）…高齢者さんさんバス料金無償化、要介護者のタクシー料金助成 

❷今後のデジタル技術が標準化された DX 社会に対応するため、時刻表のオープンデータ化によ

る複数の公共交通の検索性の向上や ICT などデジタル技術を活用し人の移動に変革をもたらす

MaaS の視点などを取り入れた【最適化した移動サービス】の検討をします。 

・公用車の電気自動車導入事業（Ｒ4.12）…トヨタ自動車初の本格ＢＥＶ（電気自動車）の導入 

・低公害車リース補助事業（Ｒ4.7～） 

・デリバリーサービス事業への補助（Ｒ4.７～）…T+CAGO 活用事業の拠点整備、運営費を補助 

・公共施設（８か所）に電気自動車用充電設備設置（Ｒ4） 

・おでかけタクシー実証実験（R5、R6）…空きタクシーを活用した移動支援の実証実験 

・【新】おでかけタクシー実証実験フォローアップ調査（R6 当初） 

・【新】Terra Charge 株式会社との協定による公共施設への充電設備設置（R6～） 
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■重要業績評価指標（KPI） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

公共交通全体の年間利用者数は、新型コロナウイルス感染拡大に伴う移動自粛等の影響もあり、

令和元（2019）年度から令和２(2020)年度にかけて大きく減少しましたが、令和３（2021）年度以降

増加傾向にあり、令和５(2023)年度末の人数は 2,686,245 人となりましたが、目標値を下回ってい

ます。 

さんさんバス年間利用者についても、令和元(2019)年度から令和２(2020)年度にかけて大きく減

少し、令和４(2022)年度までは目標値を下回る実績でしたが、令和５(2023)年５月に新型コロナウ

イルス感染症が５類感染症に移行されたことに伴い、利用者数が著しく増加傾向となっており、目標値

を上回る結果となりました。 

 

基本的施策 

③ 安全・安心なまちづくり 

あらゆる自然災害に対応でき、犯罪や交通事故のないまちを目指し、安全・安心に暮らせる環境

づくりを進めます。 

取組内容 

令和３(2021)年度以降、新たに取り組んだ事業 

❶災害時における新しい生活様式を取り入れた避難所・運営体制の整備や、市民一人ひとりの防災

に対する意識の醸成など【防災力･減災力の向上】に取り組みます。 

・防災情報メール配信事業の拡充（Ｒ4 当初） 

・拠点防災備蓄倉庫新築事業（Ｒ4 当初） 

・マイ・タイムラインガイドブック作成・配布事業（R5 当初） 

・避難所運営班図上訓練を自主防災会と合同で実施（R４～） 

・避難行動要支援者個別避難計画作成のためのワークショップ開催（R5～） 

・【新】水害対策用品（排水ポンプ）購入（R6 当初） 

・【新】トイレトレーラー購入（R6.6 補正）…避難所環境に対応できるトイレトレーラーを購入 

基準値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 見込値 実績値 目標値

（R1） （R2） （R３） （R４） （R５） （R6.9月末） （R6） （R７） （R7）

284,632人 349,815人 366,645人 ― 321,000人

2,552,740人 2,686,245人 ― ― 3,170,000人

さんさんバスの年間利
用者数

280,590人 210,748人 241,751人

公共交通全体の年間
利用者数

3,130,928人 2,260,904人 2,331,912人6

7

―

190,491人

№ 指標
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❷誰もが安全・安心に暮らせるよう、昼夜の防犯パトロールの実施、防犯カメラ･防犯灯の設置推

進、地区が行う自主防犯パトロール隊への支援など【防犯力の向上】に取り組みます。 

・特殊詐欺対策機器購入等補助事業（Ｒ4 当初）…詐欺被害を防ぐための通話録音装置等購入費補助 

・家庭用防犯カメラ設置費補助事業（Ｒ4.9 補正） 

・三好ケ丘駅・黒笹駅駐輪場防犯カメラ設置事業（R5.6 補正） 

・三好下、上ヶ池行政区防犯カメラ設置費補助（R5.9 補正） 

・【新】三好丘行政区防犯カメラ設置補助（R6.6 補正） 

➌こどもから高齢者まで、誰もが安全･安心に移動できるよう、通学路の整備や幹線道路でのバリ

アフリー化、安全な生活道路の整備など【交通安全対策の推進】に取り組みます。 

・後付け運転支援装置設置補助事業（Ｒ4 当初） 

・横断者安全明示装置設置事業（Ｒ4～） 

・こどもの安全確保のための交通安全対策工事（カラー舗装等）の施工（R5.9 補正） 

・【新】学校区変更に伴う通学路防護柵等の設置（R6.9 補正） 

 

■重要業績評価指標（KPI） 

 

 

 

 

令和５(2023)年度の市内での火災出動件数は、

21件であり、令和３(2021)年度から増加傾向にあ

ります。令和６(2024)年９月末の件数は 12 件と

昨年度同時期の 17 件と比較して少なくはなって

いますが、今後、年度末にかけて暖房器具等を使

う機会が増えるシーズンとなるため、これ以上件

数を増やさないよう啓発に努めていく必要があ

ります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基準値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 見込値 実績値 目標値

（R1） （R2） （R３） （R４） （R５） （R6.9月末） （R6） （R７） （R7）
№ 指標

18件 21件 24件 ― 18件8
市内での火災出動件
数

20件 26件 10件 12件
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防災訓練については、新型コロナウイルス感染拡大の影響による訓練規模の縮小により、いった

ん参加率が激減しましたが、令和３(2021)年度以降は、徐々に回復傾向となっていましたが、令和６

(2024)年９月末では低下しています。 

防災講座についても同様の理由により、令和４(2022)年度以降は回復傾向にあります。令和５

(2023)年度については、２月に予定していた講座について、能登半島地震の災害復旧へ注力するた

め、講師派遣が困難となり、講座開催を中止したため、参加人数が減少しています。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市内での犯罪発生件数は、令和５(2023)年度は昨年度よりも減少しましたが、目標値よりも多い

件数となっています。令和６(2024)年９月末でも 301 件と昨年度より増加していることから、警察

と連携した啓発を進める必要があります。 

一方で、防犯パトロール隊員数は、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い地域での自主防犯活

動が制限されたことを受け、令和３(2021)年度から大きく低下しています。今後、隊員数を増やす取

組が必要となります。 

基準値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 見込値 実績値 目標値

（R1） （R2） （R３） （R４） （R５） （R6.9月末） （R6） （R７） （R7）

12.6%

№ 指標

9 16.8% 17.7% 13.0% ― 30.0%防災訓練参加率 28.2% 12.4% 15.2%

214人 112人 150人 ― 300人防災講座参加人数 234人 69人 0人10 0人

基準値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 見込値 実績値 目標値

（R1） （R2） （R３） （R４） （R５） （R6.9月末） （R6） （R７） （R7）

11

№ 指標

334件 329件 602件 ― 300件
市内での犯罪発生件
数

348件 322件 271件 301件

1,458人 1,304人 1,154人 ― 1,650人12 防犯パトロール隊員数 1,618人 1,603人 1,458人 1,154人
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市内での人身交通事故件数は令和元(2018)年度以降増減を繰り返しており、令和５(2023)年度末 

の実績は 151 件と令和４(2022)年度と比較して増加傾向にあります。令和６(2024)年９月末の件数

も 77件であることから、令和６(2024)年度末には 154件となると推測されます。 

歩行者保護モデルカー活動事業の事業所数については、令和６(2024)年 12月に新たに市内３つの

郵便局（三好、三好ケ丘、莇生）に登録していただいたため、令和６(2024)年度の見込値が 41事業

所となっています。今後も周知啓発に努め、事業所数を増やす取組が必要となります。 

 

基本的施策 

④ 魅力と活力のあるまちづくり 

関係人口・交流人口の増加や、市民一人ひとりが、わがまちに誇りと愛着を持ち、本市の新たな

魅力の発見ができる環境づくりを進めます。 

取組内容 

令和３(2021)年度以降、新たに取り組んだ事業 

❶市民一人ひとりが、まちに誇りと愛着を持ち、市民による市内外への魅力発信や、移住･定住の

促進に向け、デジタルを始めとした地域資源を活用した魅力の発信など【シティブランディングの

推進】に取り組みます。 

・ＳＤＧｓフォト＆ムービーコンテストの開催（Ｒ5.7～R5.10） 

・ネーミングライツ（Ｒ4.9） 

・魅力発見ガイドブック作成事業（Ｒ4.7～） 

・カリヨンハウスイルミネーション事業（Ｒ4.12） 

・「ぶらりみよし再発見！福谷城に息づく酒井忠次」の開催（R5.6） 

・【新】「みよし市給食 BOOk」制作、「給食 de SDGｓ フェスタ」の開催（R6 当初） 

・【新】みよし市メタバース空間の構築（R6 当初） 

基準値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 見込値 実績値 目標値

（R1） （R2） （R３） （R４） （R５） （R6.9月末） （R6） （R７） （R7）
№ 指標

13 137件 151件 154件 ― 180件
市内での人身交通事
故件数

198件 157件 193件 77件

36事業所 38事業所 41事業所 ― 50事業所
歩行者保護モデルカー
活動事業の事業所数

38事業所 37事業所 39事業所14 38事業所
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❷アートのまちや資料館展示事業の推進、歴史体感講座の開催など【まちの魅力の向上】を検討

します。 

・町なかアートギャラリーの開催（Ｒ4.10）…市民から募集した芸術作品を石川家住宅で展示 

・三好ケ丘駅周辺整備事業（Ｒ3～）…視覚障がい者用誘導ブロックの整備 

➌地域活動の拠点となる地区拠点施設の整備や、文化交流・スポーツ交流の推進など【まちの活

力の向上】に取り組みます。 

・みなよし地区拠点施設整備事業（Ｒ3～） 

・【新】みよし音楽祭の開催（R6 当初） 

❹ふるさと納税制度やシティプロモーションの推進、軽トラ市の開催などを通して【関係人口・

交流人口の拡大】に取り組みます。 

・ふるさと納税の拡充（Ｒ4～）…ふるさと納税ＰＲサイトの充実 

・企業版ふるさと納税の開始（R５.1～） 

・【新】MIYOSHI ヒト・コト発掘体験会（R6 当初）…さまざまな技術・能力を持つ方を市内から募

り、技術などを生かした体験会を開催 

❺本市の新たな魅力の発見・発信の促進をはじめとして、市民や大学などと行政が連携を図り、

まちづくりの担い手となる人材の育成など【協働のまちづくり】に取り組みます。 

・市民向け LGBT セミナーの開催（Ｒ4.3、Ｒ5.2） 

・がんばる地域応援補助事業（R3 当初）…補助制度の拡充 

・ＳＤＧｓ推進パートナー制度創設（Ｒ4.4～） 

・イクボス宣言の実施（Ｒ4.11） 

・高校生向け LGBT セミナーの開催（Ｒ4.11） 

・パートナーシップ・ファミリーシップ制度の導入（Ｒ4.10～） 

・【新】外国人のための暮らし役立ちリーフレットの作成（R6 当初） 

❻市民一人ひとりが、まちに誇りと愛着が持てるよう、地域で生産された農作物を地域内で消費

拡大するため、地元産の新鮮な農作物を消費者に直接販売する｢産地直売｣の促進や産直施設の PR

など【地産地消の推進】に取り組みます。 

・令和４年度みよし市産直マップの発行（Ｒ4 当初） 

・第 4 次みよし市食育推進計画の策定（R5 当初） 

❼適度な気候と肥よくな土地に恵まれており、柿、梨、ブドウをはじめ多くの農産物があること

から、１次産業としての農業から、加工・流通・販売を総合的かつ一体的な推進を図る６次産業化

を推進する【みよし産農産物のブランド化推進】に向けた取組を検討します。 

・水稲減農薬栽培試験事業補助金（R4～） 

・地域ブランドと農福連携についてのセミナー開催（R6.2） 
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■重要業績評価指標（KPI）  

 

 

 

 

 

 

 

観光客数については、令和６(2024)年度は市の３

大まつりの一つであるいいじゃんまつりが 30 回目

ということを記念し、特別ゲストを呼んだ効果もあ

り、昨年度を上回る 136,000 人の観光客数となりま

した。 

また、三好池まつりでは、本年度初めて個人協賛

による観覧席を設けました。席は全て完売となりま

した。 

 

 

ふるさと納税の寄附件数は令和２(2020)年度以降

目標件数を大きく上回っています。今後も新たな返

礼品を開拓・拡充し、寄附の利用促進のための周知

を行い、さらなる増加につなげていく予定です。令

和６(2024)年度は、９月末時点ですでに 825 件の実

績となっており、本年度も目標値を大きく上回ると

推測されます。 

 

 

 

食育の普及に関する事業・活動数については、新

型コロナウイルス感染拡大の影響を受けたことに伴

う事業や活動の中止や縮小、活動団体の担い手の高

齢化による事業中止等により、令和２(2020)年度に

減少、令和３(2021)年度にいったん回復後、再び減

少傾向にあり、令和５(2023)年度には 91事業となり

ました。 

今後、新たな担い手の確保も視野にいれ、活動に

取り組む必要があります。 

 

 

 

基準値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 見込値 実績値 目標値

（R1） （R2） （R３） （R４） （R５） （R6.9月末） （R6） （R７） （R7）

96事業 91事業 ― ― 118事業17
食育の普及に関する事
業・活動数

102事業 98事業 104事業 ―

2,286件 2,257件 ― ― 1,000件
ふるさと納税の寄附件
数

361件 1,473件 1,593件 825件

123,000人 127,000人 136,000人 ― 124,500人観光客数 122,000人 0人 0人 136,000人

№ 指標

16

15
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 基本目標Ⅲ 誰もが健康に暮らせる環境づくり 

～こどもから高齢者まで主体的な健康づくりができる環境をみんなで築く～ 

市民一人ひとりが健康で、生涯を通して活躍できるまちを目指し、「こどもから高齢者まで主体的

な健康づくりができる環境をみんなで築く」をスローガンに掲げ、「健康寿命」、「成人のスポーツ実

施率の割合」の増加を目指します。 

 

■重要業績評価指標（KPI） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性の健康寿命は令和２(2020)年度以降目標値を下回っておりましたが、令和４(2022)年度には

目標値を上回り、令和５(2023)年度はさらに上昇しています。女性の健康寿命は令和３（2021）年度

から令和５(2023)年度にかけて低下しており、目標値を若干下回る結果となりました。今後健康寿

命を延ばすための政策がより一層必要となってきます。 

 

成人のスポーツ実施率については、令和５

(2023)年度は 48.3%と昨年度より 0.5%上昇して

おり、少しずつではありますが、上昇傾向にあり

ます。 

国で実施された「令和５年度スポーツの実施状

況等に関する世論調査」において、週１日以上運

動・スポーツをする人の割合は成人男女の平均で

52.0％であり、比較をすると本市は低い状況です。 

運動の大切さをＰＲするとともに、運動しやすい

環境を整えることが必要となります。 

基準値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 見込値 実績値 目標値

（R1） （R2） （R３） （R４） （R５） （R6.9月末） （R6） （R７） （R7）

47.8% 48.3% ― ― 65.0%3

85.42歳 84.98歳 ― ― 85.00歳

成人のスポーツ実施率
の割合

42.5% 45.8% 45.0%

2

―

81.31歳 81.66歳 ― ― 81.20歳

健康寿命（女性） 84.89歳 85.74歳 85.90歳

健康寿命（男性） 81.16歳 81.07歳 81.12歳 ―

―

№ 指標

1
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基本的施策 

① 多様な世代を誘引する仕組みづくり 

住み慣れた地域で、市民一人ひとりが生涯を通し健康で生き生きと暮らせる環境づくりを進め

ます。 

取組内容 

❶市民がバランスの取れた規則正しい食生活や体力づくりができるよう、日々の歩数記録や健康目

標の設定が可能な健康アプリの活用や、スポーツ習慣のきっかけを促すチャレンジデーの開催など

【健康づくりの推進】に取り組みます。 

・定期予防接種子宮頸がん予防ワクチン接種事業（Ｒ4 当初） 

・帯状疱疹ワクチン接種費・おたふく予防接種費助成事業（R5 当初） 

・新型コロナウイルスワクチン接種支援交付金事業（R5.6 補正） 

・【新】定期予防新型コロナウイルスワクチン接種事業（R6 当初） 

❷地域包括ケアシステムの推進など、これからの高齢社会に向けた、市民の【健康寿命の延伸】

に取り組みます。 

・高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施推進事業（Ｒ4 当初） 

 …地域の通いの場等を活用した運動・栄養・口腔などの健康相談・健康教育等の実施 

・高齢者等移動支援事業（R5.4～）（再掲） 

・若年がん患者在宅療養支援事業（R5.6 補正） 

…若年のがん患者の在宅療養生活を支援し、患者及びその家族の経済的負担軽減を図る。 

➌高齢者が健康で生き生きと暮らせるよう健康づくり活動への支援や、認知症予防に対する支援

の充実など【介護予防･認知症予防の推進】に取り組みます。 

・高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施推進事業（Ｒ4 当初）【再掲】 

・フレイル予防指導事務（R4～）…フレイル予防指導を東海学園大学との官学連携で実施 

・介護サービス事業所等支援事業（Ｒ4.7 補正）…介護サービス事業所に対する支援金の交付 

・地域介護予防活動支援事業の拡大（R５）…通いの場における介護予防活動の充実 

❹高齢者をはじめ、こどもや子育て家庭、障がい者など、地域で生活する全ての市民が共に助け

合い、安心して生活できる地域を目指す【地域包括ケアシステムの構築】に取り組みます。 

・介護支援専門員研修受講料等助成事業（Ｒ4 当初） 

・精神障がい者等サポート事業（Ｒ4 当初） 

 …精神疾患を有する者及びひきこもり状態にある者へ電話、窓口、訪問等による相談支援、 

精神障がい者等支援ネットワークの構築 

・おかよし地域包括支援センターの新設（Ｒ4.4） 

・障がい福祉サービス事業所等支援事業（Ｒ4.7～R5.3、R5.6～） 

 …障がい福祉サービス事業所に対する支援金の交付 

・福祉事業所人材育成等支援補助事業（R5.4 当初） 

…障がい福祉事業所、介護事業所等が行っている従業者の人材育成に対する補助 

・在宅介護者等介護手当支給事業（R5.4～）…要介護３～５の在宅介護者へ月額 3,000 円支給 

・【新】重層的支援体制整備事業（R6 当初）…断らない相談支援、社会とのつながりや参加の支援、

地域づくりに向けた支援を一体的に実施 

・【新】在宅医療医療機器購入補助（R6.4～） 

・【新】高齢者難聴用補聴器購入補助（R6.4～） 

・【新】居宅介護支援事業所新設補助（R6.4～） 
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❺成人を対象としたスポーツ教室やスポーツ習慣のきっかけを促すチャレンジデーの開催によ

り、皆がスポーツをすることで、楽しく豊かな人生が送れるよう【スポーツによる健康づくり】に

取り組みます。 

・旭グラウンドＰＰＰ手法導入可能性調査事業（Ｒ4 当初） 

・みよし市スポーツ祭、新春みよし市マラソン駅伝大会の開催方法・種目等の見直し（R4） 

・【新】木曽町スキー場家族リフト券助成・スキーバスツアー開催事業（Ｒ6 当初） 

❻多様な世代が気軽に運動できるよう、総合公園から街区公園まで、それぞれの公園の特性を生

かした【良好な運動環境づくり】に取り組みます。 

・福谷公園実施設計業務委託（Ｒ4） 

・三好丘公園テニス場改修工事（R5.9 補正）…ハードコートの改修 

・保田ヶ池公園整備工事（R4～R5） 

・三好丘桜公園テニス場改修工事（R5 当初）…砂入り人工芝コートへの改修 

・三好公園整備工事（R5～）…三好公園南エリアの整備 

 

■重要業績評価指標（KPI） 

 

 

 

 

健康アプリ登録者数は目標値には到達してい

ませんが、令和５(2023)年度から新たに行事等で

の市民への啓発を実施したことに伴い増加傾向

にあります。 

令和６(2024)年度上半期のみで 112 人増とな

っており、今後もさらに伸びていくものと考えて

います。 

 

 

 

 

 

 

介護予防教室の参加者数は、新型コロナウイル

ス感染症拡大の影響を受け、令和４(2022)年度ま

では目標値を大幅に下回っておりました。令和５

(2023)年度から従来の介護予防教室を住民主体

の運動を伴う介護予防活動を行う「通いの場」に

変更したこともあり、参加者数が大幅に増加して

います。令和６(2024)年９月末の参加者数は

7,949 人とすでに令和４(2022)年度実績を上回

っており、さらなる参加者が見込まれます。 

基準値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 見込値 実績値 目標値

（ R1） （ R2） （ R３ ） （ R４ ） （ R５ ） （ R6.9月末） （ R6） （ R７ ） （ R7）

500人

№ 指標

388人 555人 ― 1, 000人健康アプリ登録者数 ― 142人 171人 246人4

基準値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 見込値 実績値 目標値

（R1） （R2） （R３） （R４） （R５） （R6.9月末） （R6） （R７） （R7）

5 ― 10,900人
介護予防教室（通いの
場）の参加者数

10,369人 4,945人 5,568人 7,150人 13,641人 16,150人

№ 指標

7,949人
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認知症カフェの箇所数については、令和４ 

(2022)年度中に１箇所減ったことにより、４か所

となっています。 

今後、認知症カフェの立ち上げや開催について

の支援を行い、認知症の人やその家族が安心して

過ごせる場を増やしていく必要があります。 

 

 

 

 

総合体育館トレーニングルームの年間利用者

数は新型コロナウイルス感染拡大に伴い、令和２

(2020)年度に大きく減少し、以降少しずつ回復傾

向にあります。 

令和５(2023)年９月 18 日から令和６(2024)２

月末までの間、大規模改修工事に伴い施設利用停

止となっていたため、令和５(2023)年度利用人数

は 8,259 人と大きく減少しましたが、令和６

(2024)年９月末利用者数は 7,679 人となってお

り、今後も増加することが見込まれます。 

 

 

市民１人当たりの公園面積は目標値を大きく

上回る数値で推移しています。 

今後も数値を維持しつつ、市民の方が気軽に利

用できる公園を整備していく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

基準値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 見込値 実績値 目標値

（ R1） （ R2） （ R３ ） （ R４ ） （ R５ ） （ R6.9月末） （ R6） （ R７ ） （ R7）

4か所

7, 679人

16. 54㎡8

8, 259人 15,358人 ― 20,000人9, 820人

4か所 4か所 4か所 ― 8か所5か所

総合体育館ト レーニン
グルームの年間利用者
数

16. 43㎡ 16. 51㎡ 16. 54㎡ ― 16. 20㎡16. 42㎡
市民１ 人あたりの公園
面積

14. 94㎡ 16. 34㎡

18,528人 8, 659人

認知症カフェの箇所数 5か所 5か所

11, 736人

6

7

№ 指標
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基本的施策 

② 生涯活躍できるまちづくり 

住み慣れた地域で、市民一人ひとりが生涯を通し健康で生き生きと暮らせる環境づくりを進め

ます。 

取組内容 

❶市民ニーズに即した講座の開催や、高齢者が培った知識･経験を生かした活動の場の創出など【誰

もが活躍できる環境づくり】に取り組みます。 

・就労的活動支援コーディネーター事業（Ｒ4 当初）【再掲】 

・高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施推進事業（Ｒ4～）【再掲】 

 

■重要業績評価指標（KPI） 

 

 

 

 

認知症サポーターの養成延べ人数は少しずつ

増加していますが、目標値を若干下回るペースと

なっています。 

企業や学校に訪問するなど、より多くのサポー

ターの養成が必要となります。 

 

 

 

 

基準値 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 見込値 実績値 目標値

（ R1） （ R2） （ R３ ） （ R４ ） （ R５ ） （ R6.9月末） （ R6） （ R７ ） （ R7）

23,838人9

№

23, 133人 24,574人 ― 27,500人20, 158人 21,657人
認知症サポーターの養
成延べ人数

18,465人 19,231人

指標
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企業版ふるさと納税について 

１ 企業版ふるさと納税とは 

  企業版ふるさと納税（地方創生応援税制）は、国が認定した地方公共団体の地方創生の取組に

対して企業が寄附を行った場合に、法人関係税を税額控除する仕組み。 

通常の寄附における損金算入による軽減効果（寄附額の約３割）と合わせて、税額控除（寄附

額の最大６割）により、最大で寄附額の約９割が軽減され、実質的な企業の負担が寄附額の約１

割まで圧縮される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

２ 令和５(2023)年度寄附実績 

企業名 寄附事業 寄附金額 

モリ環境衛生センター株式会社 非公表 非公表 

ハマダスポーツ企画株式会社 非公表 非公表 

ホーメックス株式会社 三好丘公園テニスコート改修事業 100万円 

タレントスクエア株式会社 みよし市版「ネウボラ」応援事業 10万円 

寄 付 金 額 合 計 220万円 
 

【感謝状贈呈式の開催】 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                           

 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

R7(2025).2.12 令和６年度第１回 
まち・ひと・しごと創生会議資料 資料２―１ 

 

 

 

   

損金算入による軽減効果※ 

国税+地方税 

約３割 

①法人住民税+②法人税 

４割 

③法人事業税 

２割 

企業負担 

約１割 

 

企業版ふるさと納税を活用した寄附 通常の寄附※ 

軽減効果最大 

約９割に！ 

【制度活用にあたっての留意事項】 

(1) 本制度を活用してみよし市へ寄附ができるのは、みよし市外に本社がある企業のみ。 

(2) １回当たり 10万円以上の寄附が対象となる。 

  (3) 寄附を行うことの代償として経済的な利益を受けることは禁止されている。 

ハマダスポーツ企画株式会社 ホーメックス株式会社 
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３ 令和６(2024)年度寄附実績（令和７(2025)年１月末現在） 

企業名 寄附事業 寄附金額 

株式会社アルクロース 安心して子育てできる環境をつくる事業 10万円 

株式会社ＳＴＡＹＧＯＬＤ 誰もが健康に暮らせる環境をつくる事業 10万円 

株式会社ゼロアクセル 安心して子育てできる環境をつくる事業 10万円 

株式会社ジェイテクト 安心して子育てできる環境をつくる事業 物品による寄附 

株式会社三五 非公表 非公表 

コニックス株式会社 在宅医療連携推進事業 

救急医療対策推進事業 

100万円 

        
【贈呈式の開催】             

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                           

 

 

 【寄附物品】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 令和７(2025)年度以降について 

  企業版ふるさと納税制度は令和６(2024)年度までとされていたが、令和７年度税制改正に

より、企業版ふるさと納税の適用期間が令和９(2027)年度まで延長される予定となったた

め、継続して実施する。 

  

 
        

株式会社三五 コニックス株式会社 

 

株式会社ジェイテクト 

寄附物品 泡ハンドソープを市内小中学校に配布 

（写真は北部小学校での利用の様子） 
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地域再生計画 

 

１ 地域再生計画の名称 

みよし市まち・ひと・しごと創生推進計画 

 

２ 地域再生計画の作成主体の名称 

愛知県みよし市 

 

３ 地域再生計画の区域 

愛知県みよし市の全域 

 

４ 地域再生計画の目標 

本市の人口は、昭和30（1955）年に9,006 人、平成27（2015）年に61,810 人、

令和２（2020）年国勢調査確定値では61,952 人と、一貫して増加傾向にはあるも

のの、増加の幅が年々小さくなってきている。 

一方で、国立社会保障・人口問題研究所が平成30（2018）年に推計した本市の将

来推計によると、本市の人口は令和７（2025）年の63,100 人をピークに減少に転

じ、令和27（2045）年には60,737 人に減少する見込である。 

年齢３区分別の人口推移について、昭和60（1985）年と令和２(2020)年の時点で

それぞれ比較をすると、年少人口（０～14 歳）割合が23.5％（7,052 人）から

14.5％（8,981 人）、生産年齢（15 歳～64 歳）人口割合が69.9％（20,996 人）

から64.6％（40,028 人）とそれぞれ減少傾向にあり、一方で老年人口（65 歳以

上）割合は6.6％（1,988 人）から18.1％（11,234 人）と増加傾向となっている。

本市の高齢化率は、令和４(2022)年４月１日現在18.5％であり、全国平均と比較を

するとまだ低い水準ではあるが、老年人口割合の増加と年少人口割合の減少は顕著

に進んでおり、今後、少子高齢化がさらに進んでいくことが予想される。 

本市の自然動態については、平成７(1995)年以降、一貫して出生数が死亡数を上

回っており、自然増の状況が続いている。ただし、出生数は平成15（2003）年の

R7(2025).2.12 令和６年度第１回 
まち・ひと・しごと創生会議資料 資料２―２ 
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805人をピークに増減を繰り返しながらも減少傾向、死亡数は平成７（1995）年以

降緩やかな増加傾向にあり、自然増の幅は縮小している。令和２（2020）年は、出

生数476 人、死亡数369 人で自然増107 人となっている。なお、本市の合計特殊出

生率は平成25（2013）年から平成29（2017）年の1.80 で、全国と比較して高い水

準で推移しているものの、人口置換水準である2.07 を下回っている。令和元

(2019)年には1.66 となっている。 

本市の社会動態については、平成６（1994）年以降、平成15（2003）年までは転

入超過が1,000 人台で推移していたが、以後徐々に転入超過数が減少している。平

成26（2014）年に144 人の転出超過と転じて社会減となったのを機に、以降、転出

超過と転入超過を繰り返している状況である。令和２(2020)年は、転入者2,758 

人、転出者2,838 人で社会減80 人となっている。 

人口増減数（自然増減数と社会増減数の合計）の推移については、平成６

（1994）年以降、人口増の状態が続いていたが、平成14（2002）年の1,803 人をピ

ークに緩やかな減少傾向にあり、令和元（2019）年は20 人の人口減となってい

る。 

今後、人口増減数の減少をきっかけに、税収減による行政サービス水準の低下、

空き家問題、地域における担い手不足や地域コミュニティの機能低下など、住民生

活への様々な影響が懸念される。 

これらの課題に対応するため、子育てに関する支援、魅力と活力のあるまちづく

りに関する支援、健康づくりや生きがいづくりに関する支援を図り、人口減を抑制

する。なお、これらに取り組むに当たっては、次の事項を基本目標に掲げ、以下３

つの基本目標をもとに進めていく。 

・基本目標Ⅰ 安心して子育てできる環境づくり 

・基本目標Ⅱ 暮らしたいと思える環境づくり 

・基本目標Ⅲ 誰もが健康に暮らせる環境づくり 

【数値目標】 
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５ 地域再生を図るために行う事業 

５－１ 全体の概要 

５－２のとおり。 

 

５－２ 第５章の特別の措置を適用して行う事業 

〇 まち・ひと・しごと創生寄附活用事業に関連する寄附を行った法人に対す

る特例（内閣府）：【Ａ２００７】 

① 事業の名称 

みよし市まち・ひと・しごと創生推進事業 

ア 安心して子育てできる環境をつくる事業 

イ 暮らしたいと思える環境をつくる事業 

ウ 誰もが健康に暮らせる環境をつくる事業 

② 事業の内容 

ア 安心して子育てできる環境をつくる事業 

５－２の

①に掲げ

る事業 

ＫＰＩ 
現状値 

（計画開始時点） 

目標値 

（令和７年度） 

達成に寄与する

地方版総合戦略

の基本目標 

ア 
合計特殊出生率（単年） 1.53 人 1.65人 

基本目標Ⅰ 
出生数 494人 570人 

イ 
転入・転出人口比率 105.7% 106.0％ 

基本目標Ⅱ 

生産年齢（15～64歳）人口比率 66.7% 66.2％ 

ウ 

健康寿命（男性） 81.07歳 81.20歳 

基本目標Ⅲ 健康寿命（女性） 85.74歳 85.00歳 

成人のスポーツ実施率の割合 45.8% 65.0% 
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（ア）結婚･子育てに関する支援 

結婚を希望する若者へのサポート、共働き世帯にも対応した支援や家庭

教育に対する支援などの充実、出産に対する支援の充実などにより、安心

してこどもを産み、保護者が安心かつ楽しんで子育てできる環境づくりを

進める。 

（イ）学校教育の充実 

ICT などのデジタル技術の活用や新しい生活様式を踏まえ、心豊かでの

びのびとしたこどもの育成を目指し、魅力ある学校づくり・良好な教育環

境の整備を進める。 

（ウ）仕事と生活の調和に関する支援 

多様な働き方により、子育て世帯が仕事と子育てを両立し、子育てに喜

びを感じることができる環境づくりを進める。 

【具体的な事業】 

・児童発達支援事業 

・保育園整備事業 

・図書、逐次刊行物（新聞・雑誌等）等整備事業 

・小・中学校コンピューター整備事業 等 

イ 暮らしたいと思える環境をつくる事業 

（ア）多様な世代を誘引する仕組みづくり 

多様な世代が働きやすく、いつまでも住み続けたいと思えるような環境

づくりを進める。 

（イ）公共交通ネットワークの確保 

公共交通の利便性を高め、誰もが安全で安心して移動できる環境の整備

を進める。 

（ウ）安全･安心なまちづくり 

あらゆる自然災害に対応でき、犯罪や交通事故のないまちを目指し、安
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全・安心に暮らせる環境づくりを進める。 

（エ）魅力と活力のあるまちづくり 

関係人口・交流人口の増加や、市民一人ひとりが、わがまちに誇りと愛

着を持ち、本市の新たな魅力の発見ができる環境づくりを進める。 

【具体的な事業】 

・商工業活性化補助事業 

・公共交通推進事業 

・防犯推進事業 

・計画行政推進事業 等 

ウ 誰もが健康に暮らせる環境をつくる事業 

（ア）健康づくりの支援 

住み慣れた地域で、市民一人ひとりが生涯を通し健康で生き生きと暮ら

せる環境づくりを進める。 

（イ）生涯活躍できるまちづくり 

市民一人ひとりが生涯を通じ、食文化や郷土を愛し、多様な場において

活躍できるまちづくりを進める。 

【具体的な事業】 

・健康教育事業 

・スポーツ教室開催事業 

・高齢者いきいき活動ポイント事業 

・食育推進事業 等 

※なお、詳細は第２期みよし市まち・ひと・しごと創生総合戦略のとおり。 

 

③ 事業の実施状況に関する客観的な指標（重要業績評価指標(ＫＰＩ)） 

４の【数値目標】に同じ。 

④ 寄附の金額の目安 
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720,000 千円（2022 年度～2025 年度累計） 

⑤ 事業の評価の方法（ＰＤＣＡサイクル） 

毎年度９月に外部有識者による効果検証を行い、翌年度以降の取組方針を決定

する。検証後速やかに本市公式ホームページ上で公表する。 

⑥ 事業実施期間 

地域再生計画の認定の日から令和８(2026)年３月31 日まで 

 

６ 計画期間 

地域再生計画の認定の日から令和８(2026)年３月 31 日まで 
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みよし市ＳＤＧｓ推進パートナーについて 
 

１ みよし市ＳＤＧｓ推進パートナー登録者一覧（令和７(2025）年１月末現在） 

R7(2025).2.12 令和６年度第１回
まち・ひと・しごと創生会議資料 資料３－１ 

№ 企業・団体名 所在地 № 企業・団体名 所在地

1 進興金属工業株式会社 みよし市莇生町 42 ハートフルマンション㈱ みよし市三好町

2 三好丘緑フードバンク支援センター みよし市三好丘緑 43 矢田金属工業㈱ みよし市三好町

3 ㈱カネヨシ みよし市打越町 44 ホーメックス㈱ 豊田市

4 第一生命保険㈱　豊田支社 豊田市 45 社会福祉法人あゆみ会 みよし市打越町

5 有限会社森島製作所 みよし市三好町 46
コカ・コーラボトラーズジャパン㈱ベ
ンディング豊田支店

豊田市

6
一般社団法人ローカルＳＤＧｓネット
ワーク

静岡市 47
公益社団法人 みよし市シルバー人
材センター

みよし市三好町

7 東邦ガス㈱ 岡崎市 48 ARINA㈱ 宮城県仙台市

8 東北テクニカルシステムズ㈱ 宮城県仙台市 49 河﨑発條㈱ みよし市莇生町

9 合同会社Prof 岡崎市 50 ユナイテッド・ソリューション 豊田市

10 豊田信用金庫 豊田市 51 ㈱Rising Star 東京都品川区

11 トヨタ生活協同組合 豊田市 52 中北薬品㈱　岡崎支店 岡崎市

12 ひまわりネットワーク㈱ 豊田市 53 一般社団法人　愛知県トラック協会 みよし市福谷町

13 東海学園大学 みよし市福谷町 54 セレクトラ・ジャパン㈱ 東京都渋谷区

14 木戸造園土木㈱ みよし市打越町 55 環境デジタルソリューション㈱ 島根県松江市

15 ㈱ラグザス・クリエイト 大阪府大阪市 56 アクサ生命保険㈱　東海中央ＦＡ支社 名古屋市中区

16 ㈱愛知銀行 名古屋市中区 57 中学受験専門のスタディアップ 東京都千代田区

17
社会福祉法人昭徳会 特別養護老人
ホーム安立荘

みよし市打越町 58 株式会社YMDテック みよし市根浦町

18 あいおいニッセイ同和損害保険㈱ 豊田市 59 奥田施術院 みよし市三好町

19 MYC みよし市三好町 60 東海水道メンテナンス 名古屋市中川区

20
シダックス大新東ヒューマンサービス
㈱

名古屋市東区 61 	株式会社クオーレ 大府市

21 愛知県立三好高等学校 みよし市三好町 62 株式会社シンテックホズミ みよし市根浦町

22 ㈱　三五 みよし市福田町 63 株式会社グリットウェブ 豊田市

23 東京海上日動火災保険㈱ 刈谷市 64 桑野工業株式会社 みよし市福谷町

24 太田農園 みよし市三好町 65 電装制御屋の備忘録運営委員会 名古屋市西区

25 さんさん市場の会 みよし市三好町 66 三好化成工業株式会社 みよし市莇生町

26 エフエムとよた㈱ 豊田市 67 昌和合成株式会社 みよし市莇生町

27 みよし多世代・子ども食堂 みよし市三好丘 68 JAあいち豊田女性部三好支部 みよし市三好町

28 碧海信用金庫 安城市 69
株式会社パイロットコーポレーション
中京支店

名古屋市西区

29 トヨタ自動車（株） 豊田市 70 株式会社名古屋グランパスエイト 豊田市

30 東海労働金庫　豊田北支店 豊田市 71
ヨコハマタイヤリトレッド株式会社名
古屋事業所

みよし市莇生町

31
南 山 大 学 SDGs 普 及 啓 発 団 体
CLOVER

名古屋市昭和区 72 ギャズログ 名古屋市南区

32
社会福祉法人みよし市社会福祉協議
会

みよし市三好町 73 ペーパードライバー講習合同会社 みよし市三好町

33 イオン三好店 みよし市三好町 74 株式会社S&G 東京都中央区

34 ㈱ワンストップビジネスセンター 名古屋市中区 75 株式会社Mira1L 奈良県生駒市

35 ㈱名古屋銀行　三好支店 みよし市三好町 76 合同会社アント 名古屋市中村区

36 ㈱プロ人事 兵庫県神戸市 77 投資顧問 ランキング 合同会社 みよし市黒笹いずみ

37 NPO法人BLUE みよし市明知町 78 Face 3 Face 名古屋市中村区

38
NPO法人　みよしの自然環境を守る
会

みよし市福谷町 79 水商売賃貸合同会社 豊橋市

39 エモーショナルリンク合同会社 東京都中央区 80 プラシード株式会社 名古屋市中区

40 オイスカみよし推進協議会 みよし市三好町 81 トリニティ・テクノロジー株式会社 東京都港区

41 名古屋菅公学生服㈱ 名古屋市中区 82 前田道路　株式会社　名古屋合材工場 みよし市福谷町
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２ 令和６(2024)年度パートナー活動状況 

  (1) ＳＤＧｓ推進パートナー交流会 

  ア 開催日時  令和６(2023)年５月 15日(水) 午後１時 30分から 

  イ 開催場所  みよし市役所３階 研修室４・５ 

  ウ 内容    グループごとに取組内容共有 

  エ 参加人数  23人（17団体） 

 

 

 

 

 

 

 
   

(2) オオキンケイギク駆除活動（(株)三五及びトヨタ自動車(株)共催事業への参加） 

  ア 開催日時  令和６(2024)年５月 18日(土) 午前８時から 

    イ 開催場所  茶屋川 

  ウ 内容    特定外来生物である「オオキンケイギク」の駆除を実施 

エ 参加人数  ４人（３団体） 
 

 

(3) ＳＤＧｓフォトコンテスト協賛企業募集 

  ア 募集期間 令和６(2024)年５月 15日（水）から６月７日(金)まで 

  イ 対象   コンテストの開催趣旨に賛同し、協賛いただけるパートナー 

  ウ 協賛いただいた企業（７社） 

    株式会社カネヨシ   

有限会社森島製作所 

豊田信用金庫     

ひまわりネットワーク株式会社 

特別養護老人ホーム安立荘 

あいおいニッセイ同和損害保険株式会社 三河支店 

株式会社シンテックホズミ  

 

                                

協賛企業募集チラシ 
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(4) みよし市学校給食オリジナルレシピコンテスト協賛企業募集 

 ア 募集期間 令和６(2024)年５月 15日（水）から６月７日(金)まで 

 イ 対象   食や食品に関する事業を実施しているパートナー 

 ウ 協賛いただいた企業（２社） 

   イオン三好ショッピングセンター、中北薬品株式会社 岡崎支店 
 

(5) ＳＤＧｓセミナー（講師：あいちローカル SDGｓネットワーク 森山智佳子氏 

特別養護老人ホーム安立荘施設長 中村範親氏） 

ア 開催日時  令和６(2024)年７月 19日(金)午前９時から 

イ 開催場所  みよし市役所３階 研修室３～５ 

ウ 内容    ＳＤＧｓカードゲーム「ＳＤＧｓ de 地方創生」を実施 

エ 参加人数  パートナー４人（４団体）、職員 16人 
 

  

 

 

 

 

 
 

（6） 小学校ＳＤＧｓ出前授業（東海学園大学が実施） 

   ア 開催日    令和６(2024)年９月４日（水）、令和６(2024)年９月９日（月） 

   イ 開催場所  北部小学校（４年生）、緑丘小学校（４年生） 

   ウ 内容    講義、ＳＤＧｓ実践に係るグループワーク 

  

 (7) ワクワクＳＤＧｓフェア （イオン三好主催事業に参加） 

  ア 開催日時  令和６(2024)年９月 21日（土） 

  イ 開催場所  イオン三好１階 セントラルコート 

  ウ 内容    企業、団体ごとにＳＤＧｓに関するワークショップ等を実施 

エ 参加団体数 ６団体（みよし市は東海学園大学と協働で参加） 
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 (8) 給食 de ＳＤＧｓ フェスタ 

  ア 開催日時   令和７(2025)年１月 25日（土） 

  イ 開催場所   おかよし交流センター 

  ウ 内容     学校給食レシピコンテスト表彰式、ＳＤＧｓフォトコンテスト表彰式、 

ＳＤＧｓ推進パートナーによるワークショップ、名古屋グランパス食育 

講演会 

  エ 参加団体   コンテスト協賛企業９団体、ワークショップ参加４団体、名古屋グランパ 

ス 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 令和７(2025)年度パートナー活動予定 

   【パートナーと連携したワークショップ・出前講座の開催（継続）】 

  ①ＳＤＧｓに関連する専門的な知識を有するパートナーをＳＤＧｓサポーター講師として登

録し、登録状況を公開する 

②市民又は市内教育機関等からの申請を受け、サポーター講師とのマッチング  

③ワークショップや出前講座の開催 
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みよし市ＳＤＧｓフォトコンテストの実施について 

１ 募集状況について 

(1) 募集作品 

市内で撮影したＳＤＧｓのゴールを意識するきっかけ    

になる写真（１人（１グループ）１点まで） 

イ 応募資格（部門） 

    みよし市内在住、在勤、在学の方 

ウ 募集期間 

      令和６(2024)年７月１日(月)から９月 13日(金)まで 

エ 応募点数 

    214点（小学生 213点、一般１点） 

  

２ 第１次審査について 

(1) 第１次審査の方法 

    MIYOSHI みらい創造プロジェクトチーム員が、すべての提出作品について下表の項目の着

眼点による作品評価（１つの視点につき 10 点満点）を行い、それぞれ付した点数の平均点

により算出した数値（小数点以下切捨て）を評価点とし、最終審査候補作品(上位 12 位)を

選定しました。 

 

(2) 審査基準 

評価項目 視点 配点 

①テーマ性 
市民がＳＤＧｓの１７のゴールを意識するきっかけにつながるものであるか 10 

作品のタイトル及びメッセージは本コンテストの目的に合致しているか。 10 

②主題性 
その作品で何を伝えたいか、撮影者の意図が伝わるか。 10 

みよしの身近なＳＤＧｓを感じることができるものか。 10 

③独創性 撮影場所、被写体など独自に工夫されており、作品を観たものが心を打つか。 10 

 

３ 第２次審査について 

最終審査候補作品として選定された作品の中から、みよし市まち・ひと・しごと創生総合戦略・

ＳＤＧｓ推進本部会議において、「みよし市長賞」「みよし市教育委員会賞」を選定し、東海学園

大学学長賞、協賛企業賞についても各企業・団体の代表者が選定しました。 

 

４ 表彰式開催時期及び場所 

  令和７(2025)年１月 25日（土）午前 11時から  

おかよし交流センターホール 

※「給食 de ＳＤＧｓフェスタ」内で表彰式を実施 

 

 

R7(2025).２.12 令和６年度第１回
まち・ひと・しごと創生会議資料 

資料３―２ 
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５ 応募作品の利用について 

(1) 作品展の開催…パネル等を作成し、イオン三好ショッピングセンター１階に展示 

（開催日程：令和７(2025)年１月 28日（火）～令和７(2025)年２月３日（月）） 

作品展終了後は、市内公共施設等に展示予定 

(2) イオン三好ショッピングセンター内サイネージ等で掲示 

その他、本市のＳＤＧｓの啓発において利用する。 


